
　
地
域
の
経
済
振
興
に
お
い
て
、
企
業
が
果
た
せ
る
役
割
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
だ
が
優
良
企
業
が
事

業
活
動
を
通
じ
て
元
気
に
な
る
こ
と
が
、
直
接
・
間
接
に
地
域
に
好
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
こ
こ
で
は
九
州
に
拠
点
を
置
き
な
が
ら
国
内
外
へ
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
、
地
域
活
性
化

に
貢
献
す
る
地
場
企
業
２
社
を
紹
介
す
る
。

空
調
、
給
湯
分
野
地
道
に
実
績
作
り

山本駿一社長

エコキュート

「エコキュート」販売

【
企
業
紹
介
】

　
昭
和
鉄
工
の
自
然
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給

湯
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
」
は
、
密
閉

式
タ
ン
ク
に
よ
る
内
部
構
造
が
特
徴
。
業
務

用
で
病
院
や
高
齢
者
施
設
、
宿
泊
施
設
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
給
食
施
設
に
適
し
て
い
る
。

　
密
閉
式
は
、
開
放
式
に
比
べ
て
シ
ス
テ
ム

が
簡
素
で
施
工
や
管
理
が
し
や
す
い
。
オ
プ

シ
ョ
ン
に
は
学
習
機
能
で
貯
湯
量
を
調
節
す

る
最
適
制
御
シ
ス
テ
ム
と
井
戸
水

地
下

水

が
貯
湯
側
で
使
用
可
能
に
な
る
ユ
ニ
ッ

ト
「
イ
ド
シ
ス
」
が
あ
る
。
最
適
制
御
シ
ス

テ
ム
は
、
翌
日
の
給
湯
量
を
予
測
し
て
貯

湯
。
利
用
状
況
を
把
握
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
運
転
す
る
。

　
昭
和
鉄
工
は
熱
源
、
空
調
機
器
メ
ー
カ
ー
。
熱
を
扱
う

技
術
と
鋳
造
技
術
を
核
に
、
ボ
イ
ラ
や
薄
型
デ
ィ
ス
プ
レ

ー

Ｆ
Ｐ
Ｄ

製
造
用
熱
処
理
装
置
、
業
務
用
エ
コ
キ
ュ

ー
ト
、
湿
度
も
制
御
す
る
「
リ
タ
ン
エ
ア
デ
シ
カ
ン
ト
空

調
機
」
な
ど
の
製
品
が
あ
る
。
山
本
駿
一
社
長
に
現
状
と

今
後
を
聞
い
た
。

昭和鉄工

【
企
業
概
要
】
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９
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３
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―
２
０
１
４
年
度
の
経
営
状

況
は
い
か
が
で
す
か
。

　
「
年
度
当
初
の
予
想
よ
り
市

場
環
境
は
厳
し
い
。
ボ
イ
ラ
や

空
調
機
器
な
ど
の
売
り
上
げ
は

前
年
度
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
。
し

か
し
、
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て

も
利
益
が
出
に
く
い
状
況
に
あ

る
。
特
に
発
売
直
後
の
製
品
は

コ
ス
ト
が
比
較
的
高
い
。
次
年

度
、
量
産
が
落
ち
着
け
ば
コ
ス

ト
は
下
が
る
だ
ろ
う
。
景
気
回

復
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
よ
う
な
感
じ
は
し
な
い
」

　
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
関

心
の
高
ま
り
で
、
省
エ
ネ
型
製

品
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
省
エ
ネ
に
貢
献
で
き
る
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
を
使
っ
た
空
調
、

給
湯
製
品
が
あ
る
が
、
思
っ
た

よ
う
に
拡
大
し
て
い
な
い
。
電

気
を
使
う
製
品
で
あ
る
た
め
に

買
い
控
え
が
起
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
省

エ
ネ
効
果
を
分

か
り
や
す
く
伝

え
る
の
が
難
し

い
と
い
う
課
題

も
あ
る
。
効
果

の
目
安
と
な
る

数
値
は
あ
る

が
、
湯
の
使
い

方
や
稼
働
率
で

異
な
る
。
空
調

や
給
湯
の
製
品

は
、
頻
繁
に
取
り
換
え
ら
れ
る

物
で
は
な
く
、
導
入
に
は
慎
重

に
な
る
。
効
果
が
良
く
理
解
さ

れ
な
い
と
伸
び
な
い
」

　
―
空
調
、
給
湯
分
野
の
今
後

の
展
開
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　
「
カ
タ
ロ
グ
や
仕
様
の
説
明

よ
り
実
例
の
方
が
説
得
力
が
あ

る
。
地
道
に
実
績
を
作
っ
て
い

く
。
施
設
の
設
計
に
織
り
込
ん

で
も
ら
う
ス
ペ
ッ
ク
イ
ン
で
の

採
用
に
力
を
入
れ
る
。
関
東
で

は
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
影
響
が
期
待
で
き

る
。
開
催
前
に
完
成
す
る
建
物

へ
の
設
置
で
あ
れ
ば
、
売
り
込

む
の
は
今
だ
と
思
っ
て
い
る
」

　
「
ユ
ー
ザ
ー
と
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
含
め
た
関
係
を
構
築
し
た

い
。
ユ
ー
ザ
ー
や
製
品
の
状
態

を
良
く
知
る
こ
と
で
ハ
ー
ド
と

ソ
フ
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
適
切

な
提
案
が
で
き
る
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
は
グ
ル
ー
プ
会
社
が
行

う
。
熱
源
の
顧
客
と
は
、
昔
か

ら
そ
の
よ
う
な
関
係
が
で
き
て

い
る
」

　
―
ほ
か
に
期
待
す
る
分
野

は
。

　
「
大
手
の
設
計
者
に
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
リ
タ
ン
エ

ア
デ
シ
カ
ン
ト
空
調
が
あ
る
。

特
殊
な
製
品
で
知
名
度
は
低
い

が
無
給
水
加
湿
に
対
応
す
る
高

い
機
能
を
持
つ
。
少
し
高
く
て

も
良
い
物
を
使
い
た
い
と
い
う

需
要
が
あ
る
は
ず
だ
。ま
た
、今

後
は
排
熱
の
利
用
が
増
え
る
。

排
熱
を
利
用
す
る
当
社
の
製
品

の
Ｐ
Ｒ
に
も
力
を
入
れ
る
」

油
圧
シ
ス
テ
ム
を
載
せ
た

大
型
ま
き
網
漁
船

製
造
か
ら
メ
ン
テ
ま
で

【
企
業
紹
介
】

　
マ
リ
ン
ハ
イ
ド
ロ
テ
ッ
ク
の
独
自
技
術
は
、
油
圧
機
器

の
配
管
を
並
列
に
し
た
「
リ
ン
グ
メ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
」
。

重
量
を
軽
減
し
た
ほ
か
、
圧
力
が
均
一
に
か
か
り
伝
達
効

率
も
高
い
。
シ
ス
テ
ム
の
ト
ー
タ
ル
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し

て
、
製
造
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
を
一
貫
し
て
請
け
負

え
る
点
も
同
社

の
強
み
だ
。
ま

た
ユ
ニ
ー
ク
な

取
り
組
み
も
。

こ
の
３
月
か
ら

社
歌
が
カ
ラ
オ

ケ
「
ジ
ョ
イ
サ

ウ
ン
ド
」
で
歌

え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
演
歌
歌

手
の
香
田
晋
さ

ん
が
歌
う
Ｃ
Ｄ

も
制
作
し
て
い

た
が
「
こ
れ
か

ら
は
接
待
で
歌

っ
て
お
も
て
な

し
で
き
る
」
と

井
手
社
長
は
笑

う
。

船
舶
油
圧
機
器
製
販
、
顧
客
目
線
で

　
マ
リ
ン
ハ
イ
ド
ロ
テ
ッ
ク
は
大
・
中
型
ま
き
網
漁
船
や

海
洋
土
木
作
業
船
な
ど
、
各
種
船
舶
向
け
の
油
圧
機
器
シ

ス
テ
ム
を
製
造
販
売
し
て
い
る
。
国
内
外
の
拠
点
設
置
に

積
極
的
で
、
２
０
１
４
年
は
主
要
拠
点
２
カ
所
を
新
た
に

整
備
し
た
。
井
手
敏
文
社
長
に
今
後
の
展
開
を
聞
い
た
。

井手敏文社長

マリンハイドロテック
　
―

年

月
に
、
台
湾
・
高

雄
市
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
拠
点
を

新
設
し
ま
し
た
。

　
「
現
地
の
船
主
に
来
て
も
ら

い
お
披
露
目
を
し
た
。
顧
客
の

船
舶
数
は
１
０
０
隻
ほ
ど
あ

る
。
こ
れ
か
ら
各
船
の
状
況
を

把
握
し
て
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

つ
く
り
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

で
き
る
か
を
考
え
て
い
く
。
入

港
時
の
整
備
な
ど
、
よ
り
顧
客

目
線
を
進
め
て
提
案
し
て
い
き

た
い
。
今
後
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

だ
け
の
新
規
顧
客
の
需
要
も
出

て
く
る
と
考
え
て
い
る
」

　
―
海
外
展
開
を
積
極
化
し
て

い
ま
す
が
背
景
は
。

　
「
日
本
国
内
の
需
要
だ
け
で

は
食
っ
て
い
け
な
く
な
る
た
め

だ
。
次
は
中
国
・
青
島
の
拠
点

を
増
強
し
た
い
。
す
で
に
現
地

に
合
弁
会
社
が
あ
る
た
め
、

年
ま
で
を
め
ど
に
設
備
を
充
実

さ
せ
た
い
」

　
―
日
本
で
は
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
き
ま
す
か
。

　
「

年
４
月
に
銚
子
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

茨
城
県
神
栖

市

を
開
設
し

た
。
当
社
の
最

大
拠
点
で
、
国

内
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
整
備
は
こ

れ
で
完
了
し

た
。
日
本
で
は

新
造
船
の
需
要

は
こ
れ
ま
で
以

上
に
は
な
い
と

考
え
て
お
り
、

収
益
維
持
の
た

め
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
強
化
す

る
。
一
方
で
国
は

も
う
か
る

漁
業

を
掲
げ
た
補
助
金
で
、

漁
船
の
改
良
に
よ
る
収
益
性
向

上
を
図
っ
て
い
る
。
当
社
も
船

主
に
対
し
て
、
漁
業
界
の
人
不

足
に
対
応
す
る
省
エ
ネ
や
省
人

化
で
き
る
設
備
の
提
案
を
し
て

い
る
」

　
―
製
造
業
も
人
材
採
用
が
厳

し
い
状
況
で
す
。
自
社
の
採
用

に
つ
い
て
は
。

　
「
採
用
は
積
極
化
し
て
い

る
。
若
い
営
業
担
当
者
が
欲
し

い
。

年
ほ
ど
採
用
を
止
め
て

い
た
時
期
が
あ
り
、

―

代

が
社
内
に
少
な
い
。
育
成
は
一

朝
一
夕
に
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
若
い
力
が
育
っ
て
第
一

線
で
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
下
関
製
造
工
場

山
口
県

下
関
市

で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
技
能
実
習
生
を
数
人
受
け

入
れ
て
い
る
。
日
本
を
巣
立
つ

時
は
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」

　
―
製
品
開
発
も
積
極
化
す
る

考
え
で
す
か
。

　
「
開
発
部
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
開
発
は
千
三
つ
と
も
言

い
、
ヒ
ッ
ト
商
品
は
な
か
な
か

出
な
い
が
、
諦
め
て
い
て
は
前

に
進
め
な
い
。
他
社
と
差
別
化

す
る
必
要
が
あ
る
。
当
社
は
大

き
い
も
の
か
ら
小
さ
い
も
の
ま

で
、
い
ろ
い
ろ
な
モ
ノ
づ
く
り

が
で
き
る
。
現
在
は
海
で
の
利

用
に
特
化
し
て
い
る
が
、
陸
上

で
の
防
災
用
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ

装
置
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
や
企
画

力
を
駆
使
す
れ
ば
拡
大
路
線
を

見
い
だ
せ
る
。
ま
だ
伸
び
し
ろ

は
あ
る
」

【
企
業
概
要
】
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地域活性に貢献する九州企業
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